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陽性率が高値、グリアの GFAP 陽性率は皮質で高く、白質で低値、大脳皮質と海馬の神経細胞 ssDNA
陽性率は低値であった。一方、遷延性 CO中毒死では各部位のグリアの bFGFと GFAPの陽性率は低く、
神経細胞 ssDNA陽性率は高値を示した。 
以上のことから、これらの指標は火災による急性死あるいは遷延死の主たる致死的要因として熱傷
あるいは CO 中毒の関与を評価するうえで有用であることが示された。本研究の成果は、法医実務に
おける火災被災者の死因診断と致死的病態分析のために意義深い新たな知見を提供したものと評価
される。よって著者は博士（医学）の学位を授与するに値するものと判定された。 
 
